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	応用
	抗原情報
	背景
	TUGタンパク質は、GLUT4を標的とするUBXドメインを有する。短縮型TUGは、チャイニーズハムスター卵巣細胞および3T3-L1脂肪細胞において、ドミナントネガティブな作用を示し、インスリン刺激によるGLUT4の再分布を阻害する。全長TUGはGLUT4と特異的に複合体を形成する。3T3-L1脂肪細胞において、この複合体は非刺激細胞中に存在し、インスリンによって大部分が分解される。内因性TUGは、非刺激3T3-L1脂肪細胞において、インスリンによって動員可能なGLUT4プールに局在し、インスリンによって細胞膜へ動員されない。
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	NIH/3T3 細胞溶解物に対する TUG マウス mAb を使用したウェスタン ブロット分析。

